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緑と歴史ロマン薫る友好都市緑と歴史ロマン薫る友好都市緑と歴史ロマン薫る友好都市緑と歴史ロマン薫る友好都市

大阪府四條畷市大阪府四條畷市大阪府四條畷市　

平成７年に旧紀伊長島町と友好都市提携が結ばれ、平成７年に旧紀伊長島町と友好都市提携が結ばれ、平成７年に旧紀伊長島町と友好都市提携が結ばれ、
市町村合併により紀北町になってからも友好都市市町村合併により紀北町になってからも友好都市市町村合併により紀北町になってからも友好都市
として変わらぬ交流が続いています。として変わらぬ交流が続いています。として変わらぬ交流が続いています。
そんな歴史と自然が調和したまち「四條畷市」をそんな歴史と自然が調和したまち「四條畷市」をそんな歴史と自然が調和したまち「四條畷市」を
ご紹介したいと思います。ご紹介したいと思います。ご紹介したいと思います。

四
條
畷
市
の
沿
革

　
一

     

昭
和
45
年
に
大
阪
府
内
で
30
番

目
の
市
と
し
て
誕
生
し
、
平
成
22

年
７
月
１
日
に
市
制
施
行
40
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

    

大
阪
府
の
北
東
部
に
位
置
し
、

北
側
を
寝
屋
川
市
と
交
野
市
、
西

側
を
寝
屋
川
市
、
南
側
を
大
東
市
、

東
側
を
奈
良
県
生
駒
市
と
接
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
道
１
６
３
号

や
大
阪
外
環
状
線
な
ど
、
大
阪
の

幹
線
道
路
が
連
結
す
る
交
通
の
要

衝
地
で
も
あ
り
、
平
成
22
年
３
月

に
京
都
と
大
阪
を
結
ぶ
第
二
京
阪

道
路
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
も
恵
ま
れ

た
、
大
変
利
便
性
に
優
れ
た
ま
ち

で
す
。

    

面
積
は
18
・
74
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
紀
北
町
の
約
13
分
の
１
、

人
口
は
約
５
７
，
０
０
０
人
で
紀

北
町
の
約
３
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　　

教
育
・
文
化
・
産
業
な
ど
幅
広

い
分
野
で
交
流
を
行
い
、
人
と
人

と
の
出
会
い
と
交
わ
り
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
市
民
が

気
軽
に
３
〜
４
時
間
で
行
く
こ
と

の
で
き
る
海
が
あ
る
と
こ
ろ
」
を

テ
ー
マ
に
友
好
都
市
提
携
の
検
討

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
事
業
な
ど
に
よ
り
、
四
條

畷
市
で
は
体
験
で
き
な
い
海
水
浴

や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
魚
釣
り
な

ど
が
楽
し
め
て
、
多
様
な
人
的
交

流
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
友

好
都
市
提
携
先
と
し
て
旧
紀
伊
長

島
町
が
選
ば
れ
、
平
成
７
年
７
月

１
日
の
四
條
畷
市
25
周
年
記
念
日

に
友
好
都
市
提
携
の
宣
言
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
10
月
11
日
の
旧
紀
伊

長
島
町
と
旧
海
山
町
の
合
併
を
受

け
、
平
成
17
年
12
月
12
日
に
紀
北

町
と
の
友
好
都
市
提
携
継
続
の
確

認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

四
條
畷
市
に
は
弥
生
時
代
の
遺

跡
が
数
多
く
あ
り
、
弥
生
時
代
の

始
ま
り
の
時
期
を
見
直
す
ほ
ど
の

貴
重
な
土
器
な
ど
が
出
土
し
た

「
讃
良
郡
条
里
遺
跡
」、「
雁
屋
遺

跡
」
や
、
古
墳
時
代
に
作
ら
れ
た

馬
形
や
子
馬
形
の
か
わ
い
い
埴
輪

な
ど
、
日
本
で
も
四
條
畷
市
（
歴

史
民
俗
資
料
館
）
で
し
か
見
ら
れ

な
い
「
日
本
の
遺
産
」
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
南
北
朝
時
代
を
偲

ば
せ
る
四
條
畷
神
社
や
推
定
樹
齢

６
０
０
年
と
い
わ
れ
る
大
楠
が
静

か
に
迎
え
て
く
れ
る
小
楠
公
墓
所

な
ど
、
歴
史
ロ
マ
ン
に
胸
躍
る
場

所
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

四
條
畷
市
か
ら
見
た

　
　
　

友
好
都
市
提
携

太
古
か
ら
中
世

　

そ
し
て
現
在
へ

　
　

胸
躍
る
歴
史
ロ
マ
ン

▲馬形埴輪

▲子馬形埴輪

四條畷市四條畷市
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南
北
朝
時
代
に
南
朝
の
武
将
と

し
て
名
を
馳
せ
た
楠
木
正
成
の
長

男
で
、
正
成
が
大
楠
公
、
正
行
が

小
楠
公
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

正
成
は
兵
庫
県
湊
川
で
北
朝
の
足

利
尊
氏
と
対
決
し
、
戦
死
し
ま
し

た
。
そ
の
10
年
後
、
正
行
は
父
の

遺
志
を
継
い
で
南
朝
の
武
将
と
し

て
足
利
軍
に
戦
い
を
挑
み
ま
し

た
。
北
朝
方
の
６
万
の
大
軍
を
迎

え
撃
つ
た
め
奈
良
・
吉
野
を
３
千

の
兵
と
と
も
に
出
陣
し
、
つ
い
に

合
戦
と
な
っ
た
舞
台
が
四
條
畷
で

す
。
四
條
畷
の
合
戦
に
出
陣
し
た

正
行
は
、
激
戦
の
末
、
無
念
の
死

を
遂
げ
ま
し
た
が
、
死
を
賭
し
て

　
　

戦
っ
た
忠
誠
心
と
、
負
傷
者
は
敵

味
方
問
わ
ず
看
護
し
、
家
臣
を
思

い
や
っ
た
優
し
い
心
が
、
四
條
畷

の
民
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
る
こ
と

と
な
り
、
正
行
の
死
後
80
年
ほ
ど

た
っ
た
こ
ろ
、
小
さ
な
お
墓
が
作

ら
れ
、
そ
の
そ
ば
に
ク
ス
ノ
キ
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
小
楠

公
墓
所
と
大
楠
で
す
。
飯
盛
山
の

ふ
も
と
に
は
、
四
條
畷
神
社
が
建

て
ら
れ
、
正
行
と
一
族
が
祀
ら
れ

て
い
て
、
今
も
四
條
畷
市
を
静
か

に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　　

四
條
畷
市
の
中
心
部
は
人
口
の

密
集
地
域
で
都
会
的
要
素
が
強
い

で
す
が
、
少
し
郊
外
に
出
る
と
豊

か
な
自
然
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
四
條
畷
市
民
の
心
の
オ
ア
シ

ス
、「
四
條
畷
八
景
」
と
呼
ば
れ

る
四
條
畷
の
代
表
的
な
景
観
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
小
楠
公
の
楠
・
・
・
南
北
朝
時

代
の
武
将
「
楠
正
行
」
の
墓
所
「
小

楠
公
墓
所
」
に
植
え
ら
れ
た
２
本

の
楠
。
樹
齢
約
６
０
０
年
と
い
わ

れ
る
大
木
で
、
大
阪
府
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
て
、「
市
の
木
」

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
四
條
畷
神
社
・
・
・
楠
正
行
公

と
一
族
24
人
を
合
祀
し
て
い
る
神

社
で
、
四
條
畷
市
を
見
お
ろ
す
飯

盛
山
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

③
飯
盛
桜
・
・
・
四
條
畷
神
社
境

内
に
あ
る
飯
盛
桜
は
春
の
ぬ
く
も

り
を
市
民
に
告
げ
て
い
ま
す
。

④
緑
の
文
化
園
・
・
・
見
て
触
れ

て
遊
べ
る
、
子
供
の
笑
顔
が
輝
く

自
然
豊
か
な
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
。

⑤
室
池
散
策
路
・
・
・
落
葉
樹
の

森
と
四
季
折
々
の
花
々
が
、
市
民

の
心
を
癒
し
て
い
ま
す
。

⑥
室
池
・  

・
・
４
つ
の
池
の
総
称

で
、
昔
は
天
然
氷
を
保
存
す
る
た

め
の
氷
室
で
し
た
。
現
在
も
澄
ん

だ
水
を
湛
え
て
い
ま
す
。

⑦
権
現
の
滝
・
・
・
民
衆
を
日
照

り
か
ら
救
っ
た
竜
王
伝
説
が
残
る

滝
で
、
今
で
も
市
民
の
心
を
潤
し

て
い
ま
す
。

⑧
霊
園
の
桜
・
・
・
５
，
０
０
０

本
の
桜
が
咲
き
、
あ
た
か
も
霞
が

た
な
び
く
様
相
が
、
霊
園
を
訪
れ

る
市
民
の
心
に
映
え
ま
す
。

四
條
畷
の
英
雄 

         
「
楠
正
行
公
」

市
民
の
心
の

　

浄
化
シ
ス
テ
ム

　
　
「
四
條
畷
八
景
」

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦⑧

四條畷八景

▲四條畷の合戦

ま
つ

ご
う
し

く
す
の
き  

ま
さ
つ
ら
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四
條
畷
市
の
台
所
「
楠
公
通
り

商
店
街
」
で
は
大
阪
ら
し
い
人
た

ち
と
食
べ
物
に
出
会
え
ま
す
。
小

楠
公
墓
所
か
ら
四
條
畷
神
社
へ
の

参
詣
道
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の
商

店
街
に
は
、
た
こ
焼
き
な
ど
大
阪

人
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
（
魂
の
飯
）

か
ら
日
用
品
に
い
た
る
ま
で
何
で

も
揃
う
と
い
っ
た
感
じ
で
、
各
商

店
か
ら
は
元
気
あ
る
声
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

緑
の
文
化
園
は
、
府
民
の
森
と

呼
ば
れ
る
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定
公

園
の
中
に
あ
る
自
然
豊
か
な
場
所

で
、
落
葉
樹
な
ど
が
四
季
折
々
の

表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
素
敵
な
場

所
で
す
。
園
内
に
は
ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
工
作
館
な
ど
の
体
験
型
施
設

や
飲
食
・
宿
泊
施
設
ま
で
あ
り
、

四
條
畷
市
民
だ
け
で
は
な
く
、
大

阪
府
民
の
憩
い
の
オ
ア
シ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
イ
ア

イ
ラ
ン
ド
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
洗
練
さ
れ
た
絶
品
フ
レ
ン
チ

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

　

住
宅
街
の
中
に
あ
る
歴
史
民
俗

資
料
館
は
、
四
條
畷
市
で
発
掘
さ

れ
る
縄
文
後
期
の
土
器
類
か
ら
、

明
治
・
大
正
時
代
の
生
活
用
品
ま

で
、
様
々
な
も
の
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
棺
に
納

め
ら
れ
た
弥
生
人
の
人
骨
や
動
物

の
骨
、
か
わ
い
い
馬
形
の
埴
輪
な

ど
、
四
條
畷
だ
け
で
は
な
く
「
日

本
の
記
憶
」
と
も
い
え
る
歴
史
的

財
産
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
弥
生
の
墓
地
か
ら
鳥
形
木
製

品
が
よ
く
出
土
し
ま
し
た
。
弥
生

人
に
と
っ
て
鳥
は
死
者
の
魂
を
天

空
へ
と
運
ん
で
く
れ
る
と
信
じ
ら

れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
当
初
、
人

骨
を
展
示
す
る
こ
と
に
反
対
す
る

意
見
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
弥

生
人
の
魂
は
す
で
に
鳥
に
乗
り
、

天
空
に
運
ば
れ
、
残
っ
た
人
骨
に

は
魂
は
宿
っ
て
い
な
い
と
説
明
を

繰
り
返
し
た
結
果
、
理
解
が
得
ら

れ
、
肉
眼
で
見
ら
れ
る
弥
生
人
の

人
骨
が
、
当
資
料
館
で
展
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
條
畷
の
元
気
が

　
　

見
え
る
商
店
街

▲商店街の果物屋さん
　　　元気いっぱいの優しいお二人でした。

い
ま
の
四
條
畷

四
條
畷
市
民
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
商
店
街
や
憩
い
の
場
所
、

四
條
畷
の
今
昔
が
一
目
で
わ
か
る
民
族
資
料
館
、
四
條
畷
の

Ｂ
級
グ
ル
メ
、
交
流
事
業
な
ど
現
在
の
四
條
畷
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

森
の
中
の
体
験
施
設
と

レ
ス
ト
ラ
ン

歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
「
魂
は
ど
こ
へ
」

▲アイアイランド
　　　森の中のレストランです。

▼四條畷の昔の民家を再現したもの

▲歴史民俗資料館の展示物
　　　　　写真左の木の箱が棺に納められていた弥生人骨です。

そ
ろ

▲森の工作館
　　　　木工などの体験施設です。



　

四
條
畷
市
と
ド
イ
ツ
・
メ
ア

ブ
ッ
シ
ュ
市
の
間
で
国
際
友
好
都

市
提
携
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、
ド
イ
ツ
料
理
を
四
條
畷
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
Ｂ
級
グ
ル
メ
「
Ｎ

グ
ル
メ
」（
Ｎ
は
、
な
わ
て
の
Ｎ
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。
地
元
で
採

れ
た
野
菜
入
り
の
「
ジ
ャ
ー

マ
ン
カ
ル
ツ
ォ
ー
ネ
」
と
、
四
條

畷
神
社
の
桜
の
木
の
枝
か
ら
で
き

た
チ
ッ
プ
で
い
ぶ
し
た
ソ
ー
セ
ー

ジ
が
入
っ
た
「
畷
の
ス
モ
ー
ク

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
」
で
す
。
ま
さ
に

日
独
友
好
料
理
と
い
っ
た
感
じ

で
、
と
て
も
美
味
し
い
も
の
で
し

た
。
紀
北
町
で
も
Ｎ
グ
ル
メ
が
食

べ
ら
れ
る
日
が
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

四
條
畷
市
で
行
わ
れ
る
市
民
の

集
い
や
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
紀
北

町
の
物
産
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
の

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
り
、
燈
籠
祭

で
は
四
條
畷
市
が
後
援
団
体
と
し

て
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

紀
北
自
然
体
験

と
し
て
、
毎
年

四
條
畷
の
小
学

生
数
十
人
を
招

い
て
、
紀
北
町

の
海
・
川
・
山

で
の
体
験
を
通

し
て
、
紀
北
町

を
知
っ
て
も
ら

う
活
動
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
世
界

遺
産
熊
野
古
道
を
体
験
し
て
も
ら

う
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
も

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

友
好
都
市
提
携
を
結
ぶ
と
と
も

に
、
両
市
町
の
間
で
災
害
相
互
応

援
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
か
に
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
被
災
者
の
救
出
・
医

療
な
ど
の
人
道
的
支
援
、
食
料
・

飲
料
水
、
生
活
必
需
品
、
車
両
提

供
な
ど
物
質
的
支
援
、
復
旧
に
必

要
な
職
員
の
派
遣
な
ど
の
行
政
的

支
援
な
ど
、
文
化
的
側
面
だ
け
の

友
好
都
市
提
携
で
は
な
く
、
災
害

時
の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

四
條
畷
市
と
紀
北
町
の
友
好
都
市

関
係
は
築
か
れ
て
い
ま
す
。　
　

四
條
畷
市
と
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交

流
を
行
う
団
体
に
、
事
業
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
企
画
課
企
画
係

℡（
32
）
３
９
０
３

ド
イ
ツ
と
の
懸
け
橋

      　
 

「
Ｎ
グ
ル
メ
」

イ
ベ
ン
ト
や
文
化
・

　
　

自
然
体
験
交
流

▲ジャーマンカルツォーネ
　　　　　野菜の旨味たっぷり！

▲畷のスモークホットドッグ
　　　　　桜のチップが香ばしい！

災
害
応
援
協
定
な
ど
の

　
　
　
　
　

行
政
交
流

▲市民の集いでの紀北町コーナー
　　みかんやさんま寿司が大好評でした！

▲紀北町自然体験
　　　　　楽しくシュノーケリング。

▲案内していただいた四條畷市の職員
左）秘書広報課長尾形さん　右）広報担当藤戸さん

◇四條畷市広報職員の自己紹介

　四條畷市行政経営室秘書広報課の藤戸学

です。広報を担当して 2年目になります。

市政情報や四條畷の魅力を、正確にわかり

やすくお伝えするため、日々の業務を行っ

ています。

◇四條畷の良さ、観光 PR

　春には華やかに咲き乱れる飯盛桜や秋の

室池散策路の見事な紅葉は大変美しく、南

北朝時代の武将楠正行を奉った四條畷神社

などは、市内の名所として四季折々にたく

さんの方々が集う憩いの場となっています。

さらに、日本最古のキリシタン墓碑や蔀屋

北遺跡から発掘された馬一体の骨など、数々

の有形文化財などの歴史的遺産にも恵まれ

ています。この豊かな自然と歴史は四條畷

市が誇る財産です。

◇紀北町民へ一言

　この特集記事を見て、四條畷市に興味を

持ってくださった方は、ぜひ四條畷市に遊

びに来てください。

しとみや
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①
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
紀
北

町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
23
年
中
に

所
得
が
あ
っ
た
方
。

②
住
民
税
の
申
告
書
が
送
ら
れ
て
き

た
方
は
、
平
成
23
年
中
の
所
得
が
な

い
場
合
で
も
申
告
書
に
記
名
、
押
印

の
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

③
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

（
個
人
別
明
細
書
）
を
役
場
へ
提
出

さ
れ
て
い
る
方
で
も
他
に
所
得
（
営

業
・
農
業
・
林
業
・
配
当
・
譲
渡
・

不
動
産
・
年
金
等
の
所
得
）
が
あ
っ

た
方
。

※

税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
の
受

け
付
け
を
８
〜
９
ペ
ー
ジ
の
日
程
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
各
地
区
に
て

申
告
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、
対
象

地
区
の
申
告
会
場
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
各
地

区
の
受
付
日
に
行
け
な
い
方
は
役
場

に
て
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。
役
場

で
の
申
告
受
付
は
、
海
山
区
は
３
月

５
日
（
月
）、
紀
伊
長
島
区
は
３
月

８
日
（
木
）
か
ら
行
い
ま
す
。
な
お
、

申
告
期
間
中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
日
都
合

の
悪
い
方
は
、
必
ず
３
月
15
日
（
木
）

の
期
限
ま
で
に
、
申
告
書
を
本
庁
税

務
課
ま
た
は
紀
伊
長
島
総
合
支
所
住

民
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
料
、
個
人
年
金
、
小
規
模
企
業
共

済
等
掛
金
、
地
震
保
険
料
の
控
除
証

明
書

③
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
領

収
書
ま
た
は
納
付
済
額
確
認
書
、
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証 

明
書

④
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、『
医
療
費
控
除
内
訳
書
』、
事
業

所
得
の
あ
る
方
は
、『
収
支
内
訳
書
』

を
事
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
給
与
・
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

⑥
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
本
人
名
義
の
金
融
機
関
・
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

※

申
告
書
に
は
扶
養
家
族
の
氏
名
、

生
年
月
日
も
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　　

①
申
告
の
必
要
な
方

　

今
年
も
所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
８
〜
９
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
、
申
告
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
の

で
、
申
告
が
必
要
な
方
は
、
受
付
日
時
・
会
場
を
ご
確
認
の
う
え
、
期
日
ま

で
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

②
申
告
の
受
付

③
申
告
に

　
　
　

必
要
な
も
の

【所得税・町県民税の申告期間】 3月15日(木)まで

寄附金や災害義援金で寄附金控除
　　を受けることができます!!

要介護認定で障害者控除を
　受けることができます!!

　平成 23 年中に支出した寄附金や災害義援金
が 2 , 0 0 0 円以上ある場合、寄附金控除を受け
ることができます。
　対象となる寄附金は、国・地方公共団体、
日本赤十字社、共同募金会、社会福祉法人な
どに対する寄附金や災害義援金になります。
寄附金控除の対象とならない寄附金もありま
すので、詳しくは本庁税務課にお問い合わせ
ください。
　また、寄附金控除は確定申告または住民税
申告をする必要がありますので、証明書、領
収書、受領書など支出したことが確認できる
書類が必要となります。

　本人または扶養親族の方が要介護の認定を
受けている場合には、障害者控除として下記
の額も所得から控除できます。

※この控除を受けるには、「障害者控除対象者
認定書」が必要です。この認定書は、本庁福
祉保健課または紀伊長島総合支所福祉環境室
で発行しますので、印鑑をご持参のうえ、申
請してください。なお、要支援の方は対象外
です。

 紀北広域連合の
           要介護度

 所得税の
      控除額

 町県民税の
       控除額

要介護度 1または 2 27 万円 26 万円

要介護度 3～ 5 40 万円 30 万円

6広報きほく2012年2月号

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
と
納
税
の
期
限

【
所
得
税
】　　
　
　
　
　
　
　

3
月
15
日
（
木
）

【
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
】
4
月
2
日
（
月
）



　

ご
本
人
の
「
電
子
証
明
書
」
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
自
宅

か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

　
「
ｅ　

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
利
用
し
て
所
得
税
の
申
告
を
す
る
と
、

★
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告

★
最
高
４
千
円
の
税
額
控
除

　
（
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
22
年
分
の
い
ず
れ
か
で
控
除
を
受
け
た
場
合
は
受
け

　

ら
れ
ま
せ
ん
）

★
添
付
書
類
の
提
出
省
略

★
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
ｅ　

Ｔ
ａ
ｘ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

問
い
合
わ
せ

尾
鷲
税
務
署
個
人
課
税
部
門
（
音
声
案
内
）

℡（
22
）
２
２
２
２

　

電
子
証
明
書
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
る
方
に
交
付
さ
れ

ま
す
。
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
取
得
し
て
い
る
方
で
発
行
か
ら
３
年
経
過
し
て
い

る
場
合
、
再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
21
年
に
取
得
し
た
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発
行
手
数
料
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
電
子

証
明
書
と
も
に
５
０
０
円
で
す
。

な
お
、
紀
北
町
で
は
住
基
カ
ー
ド
発
行
ま
で
に
、
２
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
公
開
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.jpki.go.jp/

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

●
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
告
な
ど
の
手
続
き

　

が
で
き
ま
す
! !

●
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

　

電
子
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て

税の申告はお早めに！

    町県民税で住宅借入金等
特別税額控除が受けられます！！

※確定申告をされる方は、次の尾鷲税務署の出張申告指導または税理士による
　無料税務相談をご利用ください。

《尾鷲税務署出張申告指導》 《税理士による無料税務相談》
場　所 月　日 時　間

東長島公民館
午前 9時 30 分～正午

　 午後1時～4時

場　所 月　日 時　間

東長島公民館
2月 29 日 午前 9時 30 分

　 ～午後 4時3月　1日

（水 )

（木 )

2 月 29 日

3 月　1日

（水 )

（木 )

※尾鷲税務署の申告相談などは、9ページの会場でも行っておりますのでご利用ください。

　所得税で控除しきれなかった住宅借入金等特別控除が、住宅借入

金等特別控除の所得税に関する手続き（年末調整または確定申告）

を行うことにより、平成 24 年度分の町県民税から減額できます。

また、課税山林所得・課税退職所得がある場合、「住宅借入金等特

別税額控除申請書」を提出した方が有利となる場合がありますので、

税務課にお問い合わせください。

◎対象となる方

・平成 11 年から平成 18 年までの間に入居した方で、「住宅借入金等

特別控除」の適用があり、所得税から控除しきれない方

・平成 21 年から平成 25 年までの間に入居した方で、「住宅借入金等

特別控除」の適用があり、所得税から控除しきれない方

◎申請期限　平成 24 年３月 15 日（木）

　災害により住宅や家財などに損害を受け

た方は、確定申告をすることにより雑損控

除など、所得税の全部または一部を軽減す

ることができます。ただし、損害額より保

険金などで補てんされる額の方が多い場合

は対象にならない場合がありますので、詳

しくは尾鷲税務署にお問い合わせください。

    台風などの災害で被害を
　  受けた場合、雑損控除
　   などが受けられます!!
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町
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
受
付

は
、
各
地
区
ご
と
に
申
告
会
場
を
設

け
ま
す
の
で
、
対
象
地
区
の
申
告
会

場
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
各
地
区
で
申
告
受
付

を
し
て
い
る
間
、
役
場
で
の
受
け
付

け
は 

対
応
す
る
職
員
が
少
数
の
た

め
、
申
告
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
や
、

長
時
間
順
番
待
ち
を
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
地
区
の
受
付

日
に
行
け
な
い
方
の
役
場
で
の
申
告

受
付
は
、
海
山
区
は
３
月
５
日
（
月
）、

紀
伊
長
島
区
は
３
月
８
日
（
木
）
か

ら
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
申
告
受
付
は
9

 

ペ
ー
ジ
の
「
尾
鷲
税
務
署
の
申
告
相

談
の
日
程
」
の
と
お
り
、
尾
鷲
市
民

文
化
会
館
（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
所

得
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

申
告
期
間
中
は
、
大
変
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
の
記
入
を
事
前
に

し
て
い
た
だ
き
、
申
告
に
際
し
て
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
告
受
付
及
び

　

相
談
の
日
程
表

①

《紀伊長島区》
日　時　（　曜　日　） 地　　区 会　　場

2 月 17 日（金）
午前 9時～午後 1時 古里 自然休養村管理センター

午後 2時～ 4時 30 分 道瀬 道瀬会館

2月 21 日（火） 午前 9時 30 分～午後 3時 三浦 三浦公民館

2月 22 日（水） 午前 9時 30 分～午後 3時 海野 海野コミュニティーセンター

2月 23 日（木） 午前 9時 30 分～午後 3時 中ノ島・栄町（平成台含む） 中ノ島会館

2月 24 日（金） 午前 9時 30 分～午後 3時 志子奥・志子・下地 農村婦人の家

2月 28 日（火） 午前 9時 30 分～午後 3時
茂原・前山・島地・中桐・三戸
向井・大原 ･十須・此ヶ野
下河内・大野内・江竜

赤羽出張所

2月 29 日（水） 午前 9時 30 分～午後 4時 名倉・呼崎・中州・井ノ島
倉ノ下・戸ノ須・片上・山本

田山

東長島公民館
（税務署による出張申告指導）
（税理士による無料税務相談）3月 1日（木） 午前 9時 30 分～午後 4時

3月 6日（火）
午前 8時 30 分
　　　　～午後 5時 15 分

出垣内・山居・松本・平岩町
新町・上本町・往還町・西町
久野・加田・地蔵町

紀伊長島総合支所住民室

3月 7日（水） 午前 8時 30 分
　　　　～午後 5時 15 分

仲町・挽木町・土井ノ内
合ノ町・南本町・本町・本下町
築地・港町・入江町・横下町
横町・六太夫町・藪ノ町・浦町

紀伊長島総合支所住民室

3月 8日（木）

3月 15 日（木）

（土・日曜日を除く）

午前 8時 30 分
　　　　～午後 5時 15 分

上記の地区で申告が
できなかった方

紀伊長島総合支所住民室

問い合わせ

・町県民税に関する問い合わせ

　　本庁税務課課税係　　　　　　　　℡32-3908（直通）

　　紀伊長島総合支所住民室税務係　　℡47-1111（代表）

・確定申告、ｅ‐Ｔａｘに関する問い合わせ

　　尾鷲税務署個人課税部門　　　　　℡22-2222（音声案内）

　　※所得税、消費税、贈与税の申告に関する相談は「0」を選択してください。　
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「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
と
は
、
平

成
20
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
、「
ふ
る

さ
と
」
を
応
援
し
た
い
、「
ふ
る
さ
と
」

へ
貢
献
し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を

持
つ
納
税
者
が
、「
ふ
る
さ
と
」
だ
と

思
う
市
町
村
・
都
道
府
県
に
寄
附
を

行
っ
た
場
合
、
個
人
住
民
税
か
ら
そ

の
１
割
程
度
を
上
限
と
し
て
、
寄
附

金
額
を
控
除
す
る
寄
附
金
税
制
の
こ

と
で
す
。

　

な
お
、
寄
附
先
は
自
ら
の
出
身
地

に
限
ら
ず
、
全
て
の
市
町
村
・
都
道

府
県
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
の
活
用

　

紀
北
町
で
は
、「
自
然
の
鼓
動
を
聞

き　

み
な
が
集
い
、
に
ぎ
わ
う　

や

す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
、

住
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
紀
北
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
制
度
に
関
し
て
ご
不
明
な
点

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

本
庁
財
政
課
管
財
契
約
係　

℡（
32
）
３
９
０
２

ふるさと「紀北町」を応援してください！ふるさと「紀北町」を応援してください！ふるさと「紀北町」を応援してください！ふるさと「紀北町」を応援してください！

《海山区》
日　時　（　曜　日　） 地　　区 会　　場

2 月 17 日（金） 午前 9時～午後 3時 30 分 白浦 白浦集会所

2月 21 日（火） 午前 9時～午後 4時
津呂町・仲町・本町・宮町・北町

赤石・長浜
引本公民館

2月 22 日（水） 午前 9時 30 分～午後 3時
船越・玉戸・西河内・大里・愛宕
谷地・中ノ郷・向江・世古

島勝浦集会所

2月 23 日（木）
午前 9時 30 分～ 11 時 30 分 便ノ山・卯山・鷲下・木津 便ノ山多目的集会施設

午後 1時 30 分～ 3時 鯨・馬瀬 馬瀬多目的集会施設

2月 24 日（金）
午前 9時 30 分～ 11 時 30 分 河内・細野 河内集会所

午後1時～4時 船津・中新田 船津集会所

2月 28 日（火）
午前 9時 30 分～ 11 時 30 分 中里・小松原・新田 新田多目的集会施設

午後 1時～ 4時 上里 上里福祉会館

2月 29 日（水）
午前 9時 30 分～正午 矢口浦 矢口浦集会所

午後 1時 30 分～ 4時 小山浦 小山浦集会所

3月 1日（木） 午前 9時 30 分～午後 4時 本地・渡利・汐見・前柱・小浦 本庁税務課

3月 2日（金） 午前 9時 30 分～午後 4時 相賀 本庁税務課

3月 5日（月）
〜

3 月 15 日（木）

（土・日曜日を除く）

2月 15 日（月）
〜

3 月 15 日（木）
（土・日曜日を除く）

午前 8時 30 分
　　　　～午後 5時 15 分

上記の地区で申告が
できなかった方

本庁税務課

午前 9時～午後 5時
尾鷲税務署管内

（紀北町・尾鷲市・南牟婁郡）

尾鷲市民文化会館

（せぎやまホール）

○尾鷲税務署の申告相談の日程

ふ
る
さ
と
寄
附
（
納
税
）
と
は
・
・
・



紀
北
町
嘱
託
職
員
及
び
臨
時
職
員
募
集

紀
北
広
域
連
合
正
規
職
員
募
集

◆
紀
北
広
域
連
合
議
会
報
告
◆

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

①
事
務
補
助
員
（
嘱
託
職
員
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
名　

　

②
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
介
護
員
（
嘱
託
職
員
）　　
　
　
　
　

２
名　

　

③
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
臨
時
清
掃
作
業
員
（
臨
時
職
員
）　

４
名　

　

④
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
臨
時
清
掃
作
業
員
（
臨
時
職
員
）　　

２
名　

　

⑤
管
理
栄
養
士
（
嘱
託
職
員
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

応
募
資
格
（
職
種
番
号
別
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

　

①
〜
④ 

・
・
・
町
内
に
居
住
し
、
普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
ま
た
は
取
得
見
込
み
で
、
心
身
共
に　

　
　
　
　
　
　
　

健
全
で
、
明
る
く
丁
寧
に
対
応
で
き
る
方

　

①
と
⑤ 

・
・
・
基
礎
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
が
で
き
る
方

　

②
の
み
・
・
・
丁
寧
に
高
齢
者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
夜
間
勤
務
が
可
能
な
方　

　

④
の
み
・
・
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
修
了
証
取
得
者

　

⑤
の
み
・
・
・
管
理
栄
養
士
免
許
取
得
者
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
ま
た
は
取
得
見
込
み
で
、　

　
　
　
　
　
　
　

心
身
共
に
健
全
で
明
る
く
丁
寧
に
対
応
で
き
る
方

採
用
予
定
年
月
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

応
募
期
間　
　
　
　

２
月
１
日
（
水
）
〜
２
月
17
日
（
金
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

試
験
日
及
び
場
所　

２
月
23
日
（
木
）
午
前
９
時
〜　

紀
北
町
役
場
別
館
３
階
大
会
議
室

提
出
書
類
（
各
１
通
）

　

・
申
込
書
兼
履
歴
書
（
本
庁
総
務
課
職
員
係
及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
で
交
付
）

　

・
健
康
診
断
書
（
本
庁
総
務
課
職
員
係
及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
で
交
付
）

　

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

　

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
修
了
証
の
写
し
（
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
の
み
）　

　

・
管
理
栄
養
士
免
許
証
の
写
し
（
管
理
栄
養
士
の
み
）

※

試
験
内
容
、
勤
務
先
及
び
給
与
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

本
庁
総
務
課
職
員
係　
　
　
　

℡（
32
）
３
９
０
１　
　
　

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室　

℡（
47
）
１
１
１
１

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

①
事
務
員　
　
　
　
　
　

１
名

　

②
介
護
支
援
専
門
員　
　

１
名

応
募
資
格
（
職
種
番
号
別
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

　

①
の
み
・
・
・
昭
和
57
年
５
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
で
定
め
る
大
学
・

　
　
　
　
　
　
　

短
期
大
学
（
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）・
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方

　

②
の
み
・
・
・
昭
和
47
年
５
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
で
定
め
る
大
学
・

　
　
　
　
　
　
　

短
期
大
学
（
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）・
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
で
、

　
　
　
　
　
　
　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
有
す
る
方

　

①
と
②
・
・
・  

平
成
24
年
５
月
１
日
ま
で
に
尾
鷲
市
ま
た
は
紀
北
町
に
居
住
可
能
な
方

　

①
と
②
・
・
・  

地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に
該
当
し
な
い
方

採
用
予
定
年
月
日　

平
成
24
年
５
月
１
日

応
募
期
間　
　
　
　

２
月
23
日
（
木
）
の
午
後
５
時
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

試
験
日
及
び
場
所　

２
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
〜　

紀
北
広
域
連
合
２
階
研
修
室　

試
験
内
容　
　
　
　

教
養
試
験
（
一
般
基
礎
教
養
試
験
）、
作
文
試
験

※

提
出
書
類
、
給
与
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

紀
北
広
域
連
合　
　

℡（
35
）
０
８
８
８

　

平
成
23
年
12
月
22
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
平
成
23
年
紀
北
広
域
連
合
議
会
12
月
定

例
会
に
お
い
て
、
議
長
に
平
野
倖
規
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
一
般
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
事
業
特

別
会
計
の
補
正
予
算
３
議
案
が
審
議
の
う
え
可
決
さ
れ
、
平
成
22
年
度
紀
北
広
域
連
合

決
算
報
告
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】　　

紀
北
広
域
連
合　
　

℡（
35
）
０
８
８
８
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紀
北
町
図
書
司
書

　
　
　

嘱
託
職
員
募
集

紀
伊
長
島
幼
稚
園
用
務
員
募
集

学
校
業
務
委
託
調
理
員
募
集

●
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

学
習
セ
ン
タ
ー
児
童
図
書
館
司
書　
　
　
　

１
名

　

多
目
的
会
館
図
書
室
司
書　
　
　
　
　
　
　

１
名

●
応
募
資
格

　

町
内
に
居
住
し
、
普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
ま
た
は
取
得
見

　

込
み
で
、
心
身
共
に
健
全
で
、
司
書
ま
た
は
司
書
補
免
許
を

　

所
有
し
て
い
る
方

●
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

●
応
募
期
間　
　
　

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
試
験
日
及
び
場
所　
　

　

２
月
28
日
（
火
）
午
前
９
時
〜　

海
山
公
民
館
研
修
室

●
提
出
書
類
（
各
１
通
）

　

①
申
込
書
兼
履
歴
書
（
教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

　

及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室
で
交
付
）

　

②
健
康
診
断
書
（
教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

　

及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室
で
交
付
）

　

※

健
康
診
断
は
、
指
定
様
式
に
お
い
て
必
ず
受
診
す
る
こ
と

　

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

　

④
司
書
ま
た
は
司
書
補
免
許
証
の
写
し　

●
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
面
接

※

給
与
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課　

                

℡（
32
）
３
９
１
5

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室　

℡（
47
）
１
１
１
１

●
採
用
予
定
人
員　
　

１
名

●
応
募
資
格　
　
　
　

町
内
に
居
住
し
、
心
身
共
に
健
全
な
方

●
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

●
応
募
期
間

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
試
験
日
及
び
場
所　

　

２
月
28
日
（
火
）
午
前
９
時
〜　

海
山
公
民
館
研
修
室

●
提
出
書
類
（
各
１
通
）

　

①
申
込
書
兼
履
歴
書
（
教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

　

及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室
で
交
付
）

　

②
健
康
診
断
書
（
教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

　

及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室
で
交
付
）

　
※

健
康
診
断
は
、
指
定
様
式
に
お
い
て
必
ず
受
診
す
る
こ
と

●
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
面
接
試
験

※

給
与
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
雇
用
期
間

　

採
用
か
ら
１
年
更
新
と
し
、
勤
務
成
績
に
よ
り
最
初
に
任
用

　

し
た
年
度
末
か
ら
起
算
し
て
４
年
を
経
過
す
る
ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課　

℡（
32
）
３
９
１
４

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室　

℡（
47
）
１
１
１
１

●
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

紀
北
中
学
校
給
食
調
理
員　
　

１
名

　

西
小
学
校
給
食
調
理
員　
　
　

１
名

●
応
募
資
格

　

町
内
に
居
住
し
、
調
理
師
免
許
取
得
者
（
平
成
24
年
２
月
１

　

日
現
在
）
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
し
、
心
身
共
に
健

　

全
な
方

●
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

●
応
募
期
間

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　
　

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
試
験
日
及
び
場
所　

　

２
月
28
日
（
火
）
午
前
９
時
〜　

海
山
公
民
館
研
修
室　

●
提
出
書
類
（
各
１
通
）

　

①
申
込
書
兼
履
歴
書
（
教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

　

及
び
教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室
で
交
付
）

　

②
健
康
診
断
書
（
教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

　

及
び
教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室
で
交
付
）

　

※

健
康
診
断
は
、
指
定
様
式
に
お
い
て
必
ず
受
診
す
る
こ
と

　

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

　

④
調
理
師
免
許
証
の
写
し

●
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
面
接
試
験

※

給
与
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課　

℡（
32
）
３
９
１
４

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室　

℡（
47
）
１
１
１
１
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教
育
委
員
会
学
校
業
務
事
務

　

 
補
助
員(

嘱
託
職
員)

募
集

せ
ら
知
お
の
ら
か
会
員
委
育
教

　

 　　　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
・
中
学
校

の
児
童
及
び
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
等

を
援
助
し
ま
す
。

◆
援
助
の
対
象
と
な
る
方

①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
を

受
け
て
い
る
方

②
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
を

停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
方

③
世
帯
全
員
の
町
民
税
が
非
課
税

の
方

④
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
（
児
童
手
当
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）

⑤
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
、
児

童
生
徒
を
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
な
方 （
所
得
制
限
あ
り
）

◆
申
請
方
法

　
「
就
学
援
助
費
申
請
書
」
を
在

学
し
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育
委

員
会
で
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
在
学
し
て
い
る
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
大
学
等
に
入
学
ま
た
は

在
学
す
る
学
力
優
秀
な
生
徒
を
対

象
に
奨
学
金
貸
与
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

奨
学
金　

　

大
学
（
短
大
含
む
）　

　
　

年
額　

２
４
０
，
０
０
０
円

　

高
校　
　
　
　
　
　
　

　
　

年
額　
　

９
６
，
０
０
０
円

書
類
配
布
期
間

３
月
１
日（
木
）〜
４
月
６
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

受
付
期
間

３
月
15
日（
木
）〜
４
月
13
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

提
出
書
類　
（
各
１
通
）

①
奨
学
金
希
望
申
込
書

②
奨
学
金
希
望
者
推
薦
調
査
票

③
家
庭
状
況
調
書

④
身
体
検
査
書
ま
た
は
健
康
診
断
書

⑤
戸
籍
謄
本

⑥
住
民
票
個
人
の
写
し

⑦
学
校
合
格
証
明
書
ま
た
は
在
学

証
明
書

⑧
貸
与
希
望
理
由
書

※

貸
与
の
決
定
は
選
考
委
員
会
で

行
い
ま
す
。
な
お
、
保
護
者
の
所

得
制
限
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

℡（
32
）
３
９
１
４

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所

教
育
室

℡（
47
）
１
１
１
１

就
学
援
助
制
度(

要

保
護
・
準
要
保
護
児

童
・
生
徒
の
援
助
制

度)

に
つ
い
て

奨
学
金
貸
付
制
度
に

つ
い
て
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●
採
用
予
定
人
員　

２
名

●
応
募
資
格

　

教
育
職
員
免
許
取
得
者
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
し
、

心
身
共
に
健
全
な
方

●
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

●
応
募
期
間

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
試
験
日
及
び
場
所　
　

　

２
月
28
日
（
火
）
午
前
９
時
〜　

海
山
公
民
館
研
修
室

●
提
出
書
類
（
各
１
通
）

　

①
申
込
書
兼
履
歴
書
（
教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

　

及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室
で
交
付
）

　

②
健
康
診
断
書
（
教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

　

及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室
で
交
付
）

　

※

健
康
診
断
は
、
指
定
様
式
に
お
い
て
必
ず
受
診
す
る
こ
と

　

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

　

④
教
育
職
員
免
許
状
の
写
し　

●
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
面
接

※

給
与
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課　
　
　
　

℡（
32
）
３
９
１
４　
　
　

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教
育
室　

℡（
47
）
１
１
１
１



　　

農
地
の
売
買
や
貸
借
、
農
地
以

外
へ
の
転
用
を
行
う
に
は
、
紀
北

町
農
業
委
員
会
ま
た
は
県
知
事
な

ど
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

農
地
の
転
用
（
農
地
以
外
に
変

更
す
る
こ
と
）
に
は
「
農
地
法
」

で
一
定
の
規
制
が
か
け
ら
れ
て
お

り
、
転
用
を
行
う
に
は
知
事
も
し

く
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
得

る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
許
可
を
得
な
い
で
無
断
で
農

地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用
許

可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り
に
転

用
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
農
地

法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
工

事
の
中
止
や
原
状
回
復
な
ど
の
命

令
（
農
地
法
第
51
条
）
が
な
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
３
年
以

下
の
懲
役
や
３
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
、
法
人
の
場
合
は
１
億
円
以

下
の
罰
金
（
農
地
法
第
64
条
、
67

条
）
と
い
う
罰
則
の
適
用
も
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
転
用
許
可
を
得

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。　

※

申
請
・
許
可
の
流
れ
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

紀
北
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
本
庁
農
林
水
産
課
内
）　

℡（
32
）
３
９
１
６

　

農
業
委
員
会
で
は
選
挙
人
名
簿

登
載
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
１
月
１
日(

日
・
祝)

時
点
で
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
登
載
希
望
者
は
２
月
10
日(
金)

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
紀
北
町
に
住
所
を
有
す
る
方

②
満
年
齢
20
歳
以
上
で
あ
る
方

③
10
ア
ー
ル(

１
０
０
０
㎡)

以

上
の
農
地
で
耕
作
業
務
を
営
む
方

ま
た
は
そ
の
同
居
の
親
族
・
配
偶

者
等
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

紀
北
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
本
庁
総
務
課
内
）

℡（
32
）
３
９
０
１

絶
対
に
し
な
い
で
、

農
地
の
無
断
転
用
! !

農
業
委
員
会
委
員

    
選
挙
人
名
簿
の

     
登
載
申
請
受
付
中

◆
農
地
の
売
買
、
転
用
等
に

は
許
可
が
必
要
で
す
。

◆
農
地
の
無
断
転
用
は
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

入
団
す
る
に
は

　

町
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
で
健

康
で
あ
り
、
消
防
団
活
動
が
で
き
る
方
で

あ
れ
ば
入
団
で
き
ま
す
。

消
防
団
と
は

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防

機
関
で
す
。
消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ

の
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
紀
北
町
消

防
団
員
数
は
４
０
５
名
（
内
女
性
団
員
27

名
）
で
す
。

　

消
防
団
員
の
方
に
は
年
報
酬
及
び
訓
練

手
当
等
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

消
防
団
に
お
い
て
５
年
以
上
勤
続
の
方

に
は
、
退
団
時
に
退
職
報
償
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
災
対
策
係　
　
　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災
対
策
係

℡（
47
）
１
１
１
１

入
団
す
る
に
は

　

町
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
で
健

康
で
あ
り
、
消
防
団
活
動
が
で
き
る
方
で

あ
れ
ば
入
団
で
き
ま
す
。

消
防
団
と
は

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防

機
関
で
す
。
消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ

の
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
紀
北
町
消

防
団
員
数
は
４
０
５
名
（
内
女
性
団
員
27

名
）
で
す
。

　

消
防
団
員
の
方
に
は
年
報
酬
及
び
訓
練

手
当
等
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

消
防
団
に
お
い
て
５
年
以
上
勤
続
の
方

に
は
、
退
団
時
に
退
職
報
償
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
災
対
策
係　
　
　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災
対
策
係

℡（
47
）
１
１
１
１

紀
北
町
消
防
団
員
募
集

地
震
防
災
講
演
会

下
河
内
山
林
へ
の
植
樹
ツ
ア
ー

日
時　

２
月
８
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
師　

三
重
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授　

川
口
淳
氏

※

入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
災
対
策
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

三
重
県
尾
鷲
県
民
セ
ン
タ
ー
県
民
防
災
室

℡（
23
）
３
４
１
０

山
に
広
葉
樹
を
植
え
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　

豊
か
な
海
を
育
て
ま
す
。

開
催
日　

３
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
（
小
雨
決
行
・
雨
天
中
止
）

集　

合　

午
前
９
時
30
分
ま
で
に
若
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
保
険
料
等
）

　
　
　
　

※

た
だ
し
、
学
生
は
無
料

申
込
締
切　

３
月
５
日
（
月
）

※

お
弁
当
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
大
敷
汁
は
用
意

し
ま
す
。）
ク
ワ
や
ト
ン
ガ
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
あ
る
方
は
乗
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

ギ
ョ
ル
メ
ク
ラ
ブ
事
業
協
同
組
合　

℡（
47
）
０
０
６
６

山
と
海
を
つ
な
ぐ
会
会
長
・
中
野
博
樹

℡（
49
）
３
０
３
１
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巨
大
地
震
・
大
津
波
に
備
え
る

　
　
　
　
　
　
　

〜
過
去
の
災
害
に
学
ぶ
〜



「第 2 回美し国三重市町対抗駅伝」の開催について「第 2 回美し国三重市町対抗駅伝」の開催について「第 5 回美し国三重市町対抗駅伝」の開催について
うま

期　日：2 月 19 日（日）午前 9 時スタート（雨天決行）
コース：（下表のとおり）三重県庁前（津市）～県営総合競技場陸上競技場（伊勢市）
※三重県下 29 市町の対抗駅伝です。町民の皆様も当日は紀北町の選手の応援をお願いいたします。

各　　　区　　　間距　　離 部　　門 紀北町代表選手（敬称略）

監 督 コ ー チ中 尾　重 志 垣 内　元 宏

■問い合わせ　教育委員会本庁生涯学習課　℡32 - 3 9 1 5■問い合わせ　教育委員会本庁生涯学習課　℡32 - 3 9 1 5

きほくスリム倶楽部　健康づくり講演会開催！！きほくスリム倶楽部　健康づくり講演会開催！！きほくスリム倶楽部　健康づくり講演会開催！！
　健康ダイエット＆シェイプアップをめざす方を対象に実施してきました、健康づくり教室「き
ほくスリム倶楽部」の平成 23 年度まとめ事業として、年間 250 日を超える講演実績がある平岡
先生をお迎えして、健康づくり講演会を開催しますので、奮ってご参加ください。

内　容 「健康づくりとダイエット」

講　師 平岡健康開発研究所　平岡令孝氏　

参加費 無料

本庁福祉保健課地域保健係（老人福祉センター内 ) 
または紀伊長島総合支所住民室へ 2 月 22 日（水）
までにお申し込みください。

日　程

申し込み

３月７日（水）　

◆問い合わせ
　本庁福祉保健課地域保健係
　　　　　　　　℡32-3912

◆問い合わせ
　本庁福祉保健課地域保健係
　　　　　　　　℡32-3912

場　所場　所

時　間時　間

海山区会場海山区会場 紀伊長島区会場紀伊長島区会場

町民センター町民センター 東長島公民館東長島公民館

午前10時～11時30分午前10時～11時30分 午後１時30分～３時午後１時30分～３時

第 1区 　1.28km 小 学 生 女 子 井土　桃華 奥村　優花 県庁前～矢田カップ店前

第 2区 　1.85km 小 学 生 男 子 加藤　大貴 東　海斗 矢田カップ店前～大倉交差点ガリバー前

第 3区 　3.76km 中 学 生 女 子 山下　日菜 東　綾美 大倉交差点ガリバー前～シューズ愛ランド前

第 4区 　5.65km 中 学 生 男 子 直江　航平 水谷　健 シューズ愛ランド前～サークル K三雲中道店前

第 5区　 4.60km 40 歳以上男子 垣内　元宏  サークル K三雲中道店前～メガネの赤札堂前

第 6区 　6.36km ジュニア男子 宮原　未来 北村　正志 メガネの赤札堂前～ JA松阪櫛田支店前

第 7区 　2.89km 一   般   女   子 井谷　七菜 大西　美佐希 JA 松阪櫛田支店前～中日新聞明和専売所前

第 8区　 3.43km 20 歳以上女子 奥村　襟奈 片岡　憲美 中日新聞明和専売所前～マクドナルド玉城店東

第 9区　 5.95km ジュニア女子 寺浦　成美 加藤　侑 マクドナルド玉城店東～坂本竹材店前

第 10 区 6.425km 20 歳以上男子 川口　和志 上野　秀和 坂本竹材店前～県営総合陸上競技場

14広報きほく2012年2月号



今月のおすすめコースは ・ ・ ・
　紀伊長島区の片上公園周回コース（2.2km）です。片上公園は大きな池のほとりにある公園です。
冬はマガモなどが群れ遊び、水面には山々が映り、岸辺の周囲にはウォーキング（歩くこと）ので
きるコースが設けられています。ぜひ、このコースを歩いてみてはいかがでしょう。

集合場所

問い合わせ

東長島公民館

教育委員会本庁生涯学習課 　℡32-3915  
本庁福祉保健課地域保健係 　℡32-3912　　　

※健康運動指導士と保健師も同行いたしますので、当日のウォーキングや日常の健康に関して何かござい
     ましたら遠慮なくお尋ねください。

開催日時 ２月 19 日（日）午前 10 時～　※雨天中止　

ウォーキングの効果　No.8
ダイエット効果
　ウォーキングによって脂肪をエネルギーとして使用し、脂肪を燃焼させることができ、ダイエッ
ト効果をもたらします。特にウォーキングのように比較的軽い負荷で、長時間続けられる運動は、
主に脂肪をエネルギーとして使用してくれます。

　健康のために１年前から、片上池のほとりの風景を見ながら歩いてお
ります。行き交う友との挨拶は気持ちのいいものです。また、大内山プー
ルでの水中ウォーキング 12 年間、私なりに楽しんでおります。
　今回ウォーキングに参加し、江の浦の風景も歩くといつもと違って、
空気も美味しく感じました。無理せず、気分転換を兼ねて健康のため、
これからも続けていこうと思います。

日頃ウォーキングを実践されている方の体験談です。
題名「私とウォーキング」　
　　　　　　　　　　紀伊長島区東長島　森川　千鶴子さん

＜訂正とお詫び＞
　先月号の体験談の中で、世古絹代さんのお名前を、世古絹子さんと誤って掲載しました。訂正してお詫びいたします。

　

ル
　
空

題
　

紀北町スポーツ少年団紹介
～海山ミニバスケットボールクラブ～

【代表から一言】
　『バスケットを通じて自立した子供になってほしい』
という指導目標のもと、活動しています。

【代表から一言】
　『バスケットを通じて自立した子供になってほしい』
という指導目標のもと、活動しています。
　少しでもバスケットに興味のある方は、一緒にやってみませんか？
対　　象　小学校 1~6 年生
場　　所　海山体育館・相賀小学校体育館など
会　　費　月額 1,000 円（保険料含む）

対　　象　小学校 1~6 年生
場　　所　海山体育館・相賀小学校体育館など
会　　費　月額 1,000 円（保険料含む）
練  習  日 　火・木曜日（午後 5時～ 7時）、土曜日（午前 9時～正午）　
代  表  者 　濱田　弘道（℡090-8671-8418） 
練  習  日 　火・木曜日（午後 5時～ 7時）、土曜日（午前 9時～正午）　
代  表  者 　濱田　弘道（℡090-8671-8418） 

　バスケットで何より楽しいのが
シュートを決めたときです。パスを
もらい、シュートを決めたときが一
番楽しいです。
　みんなもバスケットをやってみて
ください。
　　　　　　  キャプテン　岡  勇輝

　ぼくは、バスケットが大好きで入
りました。入ってみるとみんなが仲
良くしてくれ、とても楽しいスポー
ツだと思います。
　

 副キャプテン　三鬼  啓人

　ぼくは友達に誘われてバスケット
に入りました。
　バスケットは思ったより面白く、
走るのも速くなりました。
　バスケットに入ればとても楽しい
スポーツだとわかると思います。
                                                       東  圭佑

ぼくは友達に誘われ バ ケ ト

介

せんか？せんか？
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紀北町ホームページ
詳しくは紀北町ホームページ
（http://www.town.mie-kihoku.
lg.jp/advertise/index.html）
をご覧ください。

 

■問い合わせ 
　本庁企画課広報係
　℡32-3903

■広告掲載料 
　3ヵ月　9,000円
（1枠あたり、消費税込み）

元
気
人

■広告掲載料 
　1回　10,000円
（1枠あたり、消費税込み）
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genk i j i n とは町内で頑張っている人にお話
を聞かせてもらい、紀北町の元気力を探っ
ていくコーナーです。
今回の「元気人」は、町の伝統食「くき漬け」
を後世に残そうと、畑作業や新レシピの提
案などに取り組んでいる奥村美華さんです。
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町民センター図書室から
「芸人交換日記」
　　　　　   / 鈴木おさむ

　「チョコだるま」
　　　　　 / 真珠まりこ

「おにはうち！」/中川ひろたか
「ぽんぽんポコポコ」/長谷川義史
「せつぶんだまめまきだ」/桜井信夫
「まちがいさがしデラックス」/夢現舎
「チョコレータひめ」/もとしたいづみ
「ノンタンはっくしょん！」
                                           /キヨノサチコ
「ビオレママ　きちんとてあらい！の術」
                                                    /山本省三 
「お願い！フェアリー　はじめてのデー
トっ！？」/みずのまい
「自分の世界をもちなさい　好きなこと
があなたを強くする」   /假屋崎省吾

※借りた本は必ず返してください。
☆あかちゃんの時からお母さんの膝で
絵本を！

児童図書館から

新刊案内「図書名」/著者名

「極北ラプソディ」
　　　　　　　/海堂尊

多目的会館図書室から

図書館だより図書館だより図書館だより （２月の新刊案内）

「マンチュリアン・リポート」
                       　　　　　　    /浅田次郎
「図書館危機」/有川浩
「銀婚式物語」/新井素子
「デザイナーベイビー」/岡井崇
「悪の教典」/貴志祐介
「隠　捜査４　転送」/今野敏
「警官の条件」/佐々木譲
「百歳」/柴田トヨ
「老いの才覚」/曽野綾子
「下流の宴」/林真理子
 
引き続き除籍本を配布しています。
ご利用の方お待ちしています。

【一般図書】
「河北新報のいちばん長い日」
                    　　　　　　   /河北新報社
「はげましてはげまされて」/竹浪正造
「だれかの木琴」/井上荒野
「黒猫の遊歩あるいは美学講義」
                         　　　　　　　  /森晶麿
「金色の獣、彼方に向かう」
                   　　　　　　    /恒川光太郎
「ヒア・カムズ・ザ・サン」/有川浩
「奇縁まんだら 終り」/瀬戸内寂聴
「スウィート・ヒアアフター」
                　　　　　   /よしもとばなな
「本へのとびら」/宮崎駿
「ちっぽけ村に、ねこ10ぴきと。」
                 　　　　　　          /どいかや
【児童図書】
「ゴーストハント⑥ 　海からくるもの」
                                                /小野不由美
「ゴーストハント⑦ 　扉を開けて」
                                                /小野不由美
「かいけつゾロリ　 はなよめとゾロリじょ
う」/原ゆたか
※延滞されている方は、至急返却お願
いします。

新刊案内「図書名」/著者名 新刊案内「図書名」/著者名

対象：幼児　絵本の読みきかせ、紙芝居をします。

※今月の「よみきかせの会」( 児童図書館 ) はお休みします。

「おはなし会」（多目的会館図書室）２月 18日（土）14：00 ～

　
　

町

　
「極
　

多

　

紀
伊
長
島
区
内
の
７
公
民
館

の
講
座
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果

発
表
の
場
と
し
て
、
公
民
館
連
絡

協
議
会
と
教
育
委
員
会
の
共
催

に
よ
り
、
合
同
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

２
月
11
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

２
月
12
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

東
長
島
公
民
館
１
階

ホ
ー
ル
及
び
ロ
ビ
ー

※

開
催
初
日
に
「
い
き
い
き
子
ど

も
学
園
」
の
児
童
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ベ
ル
演
奏
を
行
い
ま
す
。

演
奏
時
間　

２
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜（
10
分
程
度
）

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支

所
教
育
室

℡（
47
）１
１
１
１

　

紀
伊
長
島
区
内
の
７
公
民
館

の
講
座
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果

発
表
の
場
と
し
て
、
公
民
館
連
絡

協
議
会
と
教
育
委
員
会
の
共
催

に
よ
り
、
合
同
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

２
月
11
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

２
月
12
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

東
長
島
公
民
館
１
階

ホ
ー
ル
及
び
ロ
ビ
ー

※

開
催
初
日
に
「
い
き
い
き
子
ど

も
学
園
」
の
児
童
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ベ
ル
演
奏
を
行
い
ま
す
。

演
奏
時
間　

２
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜（
10
分
程
度
）

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支

所
教
育
室

℡（
47
）１
１
１
１
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紀
伊
長
島
区
公
民
館

　
　
　
　
　

合
同
作
品
展

日時　２月 11日（土）・12日（日）
　　　午前９時～午後５時
　　　（12日は午後４時まで）
場所　ふれあい広場マンドロ

問い合わせ　
ふれあい広場マンドロ
℡47-1081

問い合わせ　
ふれあい広場マンドロ
℡47-1081

「第 21回マンドロ陶芸作品展」のお知らせ「第 21回マンドロ陶芸作品展」のお知らせ

お気軽にお越しください。



長　

島　

東　
　
　

覚　

東
長
島　

岡
本　
　

賢　

東
長
島　

吉
岡　
　

進　

引
本
浦　

世
古　

克
則　

引
本
浦　

世
古　

浩
志　

相　

賀　

奥
村　

隆
明　

相　

賀　

栗
山　

隆
男　

相　

賀　

伊
藤　

勝
彦　

相　

賀　

濵
田
多
実
博　

船　

津　

日
比
野
幸
男　

長　

島　

西
村　

敏
一　

日
本
基
督
教
団

     

紀
伊
長
島
教
会　

尾
鷲
キ
リ
ス
ト
教
会

消防・警察だより
【平成23年12月1日～31日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

住　所　  子の名前　  保護者
東長島　 前田　悠斗　    和也
長　島　 工　 ひかり　   浩士
東長島　 関口　心音　    俊哉
長　島　 武田　柚華　    圭司
中　里　 榎本　瑛真　    敬介
相　賀　 吉田　妃織　    顕

救急休日在宅当番表

三
万
円

五
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円

五
万
円

　

三
万
円

一
万
六
二
三
一
円

五
千
円

五
千
円

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

善
意
を
あ
り
が
と
う

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

2月の免許更新日（14日・28日）
受 付 時 間   9 時 ～14時 /優良・一般   15時 ～16時
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（12月末現在）

交通事故発生状況（12月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

１，３０１(＋１６１）

２８７(＋２３）

１３２(－１２) ２９５(－８） ２１５(－６）

４００(＋１２） ２５(－５） ６３(±０） ２５(－６）

その他

４７９(＋１８）３１７(＋２２)     ３９(－２） ７０(＋１） ５３(－３）

　２(＋１） １(＋１） ０(±０） ７(＋１）

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

２(±０）

海 山 区　７(＋５）　１(±０） １(＋１）　１(＋１） ０(±０) ０(±０） ４(＋３）

船　舶 航空機 その他
紀伊長島区　６(－２）　４(－１） ０(±０) 　０(－１） ０(±０) ０(±０）

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内２　５(＋１０）１４(＋６） １(＋１）
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 ６２，７０６
(－１７３）

１０，４２０
(－８５５）

８９
(－３６）

１３，８１３
(－１，０６５）

５２，２８６
(＋６８２）

尾鷲署管内 ９２３(＋１８） １７０(－３） ３(＋１） ２１６(－２８）７５３(＋２１）

紀 北 町 ４３７(－１） ８０(±０） ２(＋２） １１１(－１０） ３５７(－１）

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

戸籍の窓

住　所　　 氏　　名　　（年齢）
長　島　  宮原    とみ      (86歳)
東長島　  脇　　和枝       (79歳)
海　野　  東　　直正       (75歳)
長　島　  武村　勇次       (79歳)
東長島　 吉岡　勝馬       (76歳)
島　原　  上野　　宣       (86歳)
長　島　  北村　 みね      (89歳)
東長島　  東　　 ひで      (98歳)
東長島　  岡本　宏造       (68歳)
島　原　  東　　政光       (59歳) 
長　島　  長井　 よし      (84歳) 
東長島　  西村　 えり      (57歳)
島　原　  脇　　 亘宏      (72歳)
東長島　  米倉　 克美      (75歳)
長　島　  鳥羽　　 博      (80歳)
小山浦　  中山　 秀樹      (63歳)
引本浦　  世古　　 潔      (82歳)
引本浦　  世古　 恭之      (69歳)
船　津　  中原ヒサヱ      (93歳)
相　賀　  伊藤　　毅　　(87歳)
相　賀　  世古千惠子　　(67歳)    
相　賀　  津村むつみ      (74歳)
島勝浦　  濵田　 金信      (78歳)
矢口浦　  植村ちゑ子      (79歳)
相　賀　  疇地　 康子      (63歳)
島勝浦　  中野地勇子      (74歳)               
小山浦　  原　　善藏       (96歳)

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。

月日 尾　　鷲

玉 置 眼 科

きば内科クリニック

上 里 診 療 所
第 一 病 院
加 藤 内 科
神 谷 医 院
野口内科胃腸科医院

2/5
2/11
2/12
2/19
2/26

曜日

日
土
日
日
日

電　　話 紀　　北 電　　話

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

33 - 1100
36 - 1111
32 - 1666
32 - 0016
32 - 2266

22 - 5611

22 - 3535

１,９４３(＋１３５)
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大盛況！
年末きいながしま港市

12/17
 ～ 27

1/4 防げ火災！消防出初式

1/3 勇壮な餅つき。
            よその餅行事今日から大人！成人式1/8

1/7
・8

仮装行列が見どころ。
                      みおや祭り

1/8 露店がいっぱい！
                       八日薬師

1/11 湊家と養子縁組。
                   息子の酒

1/11 大漁と無病息災の神事。
　　　　　　　弓の祷

　

年
末
か
ら
１
月
中
旬
に
か
け
て
、
町
内
各
地

で
イ
ベ
ン
ト
や
新
春
の
神
事
、
恒
例
行
事
な
ど

が
た
く
さ
ん
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
大
盛
況
の
年
末
き
い
な
が
し
ま
港
市
、

棒
杵
で
男
衆
が
威
勢
よ
く
餅
を
つ
く
よ
そ
の

餅
、
防
災
・
減
災
を
新
年
に
誓
う
出
初
式
、
20

歳
に
な
っ
た
こ
と
を
祝
う
成
人
式
、
引
本
神
社

の
祭
礼
で
仮
装
行
列
な
ど
が
楽
し
い
み
お
や
祭

り
、
相
賀
神
社
の
祭
礼
で
板
の
上
の
式
や
弓
取

り
な
ど
が
行
わ
れ
る
八
幡
祭
り
、
養
海
院
の
門

前
に
露
店
が
立
ち
並
び
、
大
漁
と
海
上
安
全
を

祈
願
す
る
八
日
薬
師
、
か
っ
ぱ
退
治
の
伝
説
が

あ
り
、
湊
家
と
養
子
縁
組
す
る
こ
と
で
水
難
か

ら
免
れ
る
と
さ
れ
る
息
子
の
酒
、
的
に
矢
を
射

る
こ
と
で
、
今
年
の
大
漁
と
無
病
息
災
を
祈
る

弓
の
祷
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
り
ま
し

た
。 年

末
年
始
も
紀
北
町
は

　
　
　
　

元
気
で
す
！

年末年始の恒例行事年末年始の恒例行事
相賀神社の伝統行事。
                        八幡祭り

1/8
・9
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  紀北町健康づくり推進員会が「健やか親子21－8020の里賞」 奨励賞を受賞しました！  紀北町健康づくり推進員会が「健やか親子21－8020の里賞」 奨励賞を受賞しました！  紀北町健康づくり推進員会が「健やか親子21－8020の里賞」 奨励賞を受賞しました！
　紀北町の子どものむし歯が県内でも多いことから、むし歯予防の意識を高めるために紀北町健康づくり推進
員会（武田締子会長）が制作した、人形劇「歯みがきしよう！」が、「健やか親子 21－8020 の里賞（ロッテ
賞）」（社団法人母子保健推進会議主催）の奨励賞を受賞しました。
　この賞は、地域で乳幼児および保護者の健康づくりのために活動す
る組織にあたえられます。活動の場として、歯っぴ～教室・幼稚園歯
のピカピカ教室・2 歳児歯科健診があります。
　平成 23 年 11 月 25 日（金）に、紀北町役場で表彰伝達式が行われ、
武田締子会長ら代表 3 人が町長から表彰状を受け取りました。
　「紀北町の大切な子どもたちをむし歯から守るため、これからも頑
張ります」と意気込みを語っていただき、町長からは「これからも活
躍を期待しています」と激励を受けました。
　
「自殺防止研修会～こころの声に耳を傾けて～」、「町民健康講座」を開催します。皆様お誘い合わせのうえ、
ぜひお越しください。

自殺防止研修会自殺防止研修会自殺防止研修会

★日時・場所
　2 月 15 日（水）　午後 1 時 30 分～ 3 時　　　                                                                         
　　　　　　　　　社会福祉会館（紀伊長島区）

　2 月 17 日（金）　午後 1 時 30 分～ 3 時　　　　
　　　　　　　　　老人福祉センター（海山区）
★講師
    熊野自殺防止センター　代表　西　育範　氏

～こころの声に耳を傾けて～

町民健康公開講座町民健康公開講座町民健康公開講座
★日時・場所
    2 月 24 日（金）　午後 6 時～ 8 時 30 分　東長島公民館（紀伊長島区）

★内容・講師
   １　腰痛症　　　　　　　　　座長　櫻井　實　氏
      ①『…腰が痛い　なんで痛いの？どうしたら良いの？…』
                   鈴鹿回生病院　名誉院長　藤澤　幸三　氏
　  ②『腰痛に対する体操と日常生活のポイント』
                   介護老人保健施設　輝　作業療法士　塩津　裕康　氏

   ２　開講記念　特別講演　　座長　馬場　優　氏

　　  『いのちを守るためにできること～住民の視点と医師の視点の調和～』
　　　三重大学大学院医学系研究科家庭医療学　教授　竹村　洋典先生
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主催：社会医療法人峰和会 長島回生病院　
共催：紀北町介護老人保健施設　輝（きらり）　後援：紀北医師会、紀北町商工会



お知らせお知らせお知らせ

離乳食教室

2 月 29 日 ( 水 )　老人福祉センター
13：30 ～ 15：30
栄養士による講義と調理実習

感染症情報（12 月 26 日～１月 15 日分）
紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。
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プチ・キッズ
2 ／ 1、8、15、22、29（※水曜日）
保健センター（℡47-4750）
時間は 10：00 ～ 11：30 です

【 日 程 】
【 場 所 】

おやこサークル
たんぽぽ

2 ／ 7、14、21、28（※火曜日）
老人福祉センターにお問い合わせください
（℡32-3912）
時間は 10：00 ～ 11：30 です

【 日 程 】
【 場 所 】

★親子で一緒に遊んだり、お母さん
　同士話をしたりしています。
　お気軽にお越しください。

赤ちゃん相談＆おやこ広場

   2 月 13 日 ( 月 ) 　老人福祉センター
   2 月 16 日 ( 木 )　 保健センター

 10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

【 時 間 】
【持 ち 物】

ンタ
ー

12 月に実施した 3 歳 6 ヵ月児健診で

むし歯がなかったお子さん　

馬
渡　

咲
希
ち
ゃ
ん

川
上　

穂
乃
嘉
ち
ゃ
ん

中
井　

瑳
羽
く
ん

前
田　

も
も
な
ち
ゃ
ん

水
谷　

愛
莉
ち
ゃ
ん

塩
崎　

海
都
く
ん

内
水　

愛
夢
ち
ゃ
ん

3 歳 6 ヵ月児健康診査

2 月 9日（木）老人福祉センター

8：45 ～ 9：30【受 付 時 間】

　　　　　　  H20.6.9 ～ H20.8.2 生まれのお子さん
★対象者には、通知書を郵送します。
    忘れずに受診してください。

【対 象 者】

　船 津 集 会 所・・・・・
　新田多目的集会施設・・・・・
　東 長 島 公 民 館・・・・・
　
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター・・・・・
　
　便ノ山多目的集会施設・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・

　馬瀬多目的集会施設・・・・・
　河 内 区 民 会 館・・・・・
　保 健 セ ン タ ー・・・・・
　
　赤 羽 出 張 所・・・・・
　大 原 公 民 館・・・・・
　此 ヶ 野 公 民 館・・・・・

　下 地 公 民 館・・・・・
　志 子 奥 集 会 所・・・・・

　小 山 浦 集 会 所・・・・・
　引 本 公 民 館・・・・・

　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター・・・・・
　
　便ノ山多目的集会施設・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・

  9： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5
1 1： 0 0 ～ 1 1： 3 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 2 0 ～ 1 0： 5 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

一般健康相談（血圧 ・ 尿検査等）
 2 月 1 日　（水）

 2月 2日　（木）

 2月 3日　（金）

 2 月 ８日（水）

 2月15日（水）

 2月22日（水）

 2月24日（金）

 3月 1日（木）

３月2日（金）

手軽でかんたん！手作りおやつ教室

【 時 間 】
【 内 容 】
【 対 象 】

2 月 21 日 ( 火 ) 東長島公民館

 　　　　　  幼児を持つ母親（子どもさん同伴可）
★参加希望の方は 2 月 17 日（金）までに老人福祉
　センターまでご連絡ください。（℡32-3912）

10：00 ～ 11：30
栄養士による講義と調理実習

こころの健康相談
2 月 20 日（月）保健センター　10：00 ～ 11：30

こころの健康に関する悩みや精神的な病       　  　
気に関する悩みを持つ方、ご家族の方
2 ／ 16（木）までに老人福祉センター 　　　　　  
へお申し込みください。（℡32-3912）

個別健康相談 ( 糖尿病 ・ 高血圧 ・ 高脂血症等 )

２月 8日（水）保健センター
13：30 ～ 15：00【 時 間 】

【対 象 者】糖尿病や高血圧などの生活習慣病で注意
が必要といわれている方、治療中の方など

【対 象 者】2／ 6（月）までに老人福祉センターへ
お申し込みください。（℡32-3912）

【 時 間 】
【 内 容 】
【 対 象 】 　　　　　  幼児を持つ母親（子どもさん同伴可）
★参加希望の方は 2 月 27 日（月）までに老人福祉
　センターまでご連絡ください。（℡32-3912）

 ★受診人数：14 人
　むし歯がなかったお子さん：7 人（50％）

【対 象 者】

【申 し 込 み】

広報きほく2012年2月号21
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町
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
核
と
な
る
若
者
を
対
象
に
、

研
修
事
業
を
昨
年
度
に
引
き
続
き

行
い
ま
し
た
。
町
を
生
き
生
き
と

元
気
に
す
る
た
め
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
指
導
の
も
と
、
講
義
や
座

談
会
を
重
ね
、
先
進
地
取
材
を
行

い
、
核
と
な
る
キ
ー
マ
ン
に
お
会

い
し
、
成
功
事
例
や
熱
い
思
い
に

触
れ
て
き
ま
し
た
。

　

研
修
の
ま
と
め
と
し
て
、
学
ん

だ
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
29
日
（
水
）

　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

報
告
会
の
内
容

・
町
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー
研
修
生
６

人
か
ら
の
報
告

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
研
修
生
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

西
村
訓
宏
氏

（
三
重
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
教
授
／
三
重
大
学
地
域
戦
略
セ

ン
タ
ー
長
）

竹
峰
誠
一
郎
氏

（
三
重
大
学
地
域
戦
略
セ
ン
タ
ー

研
究
員
）

研
修
生

奥
村
亮
太
・
加
藤
公
彦
・
中
村
賢
・

長
井
孝
治
・
西
村
友
一
・
野
中
史
代

◎
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
課
企
画
係　

℡（
32
）
３
９
０
３

住
宅 　

海
山
区
船
津
２
５
０
２
番

地
１
・
小
松
原
住
宅　

構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

３
階
建
て

募
集
戸
数　

１
戸
（
３
階
）

間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ（
和
室
６
畳
２
間
・
４
畳

１
間
、
台
所
、
浴
室
、
洗
面
所
、

ト
イ
レ
）

家
賃　

月
額　

２
７
，
０
０
０
円  

　

   　

 

共
益
費　

３
，
０
０
０
円

敷
金　
　
　
　

８
１
，
０
０
０
円

入
居
資
格　

①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

②
町
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
水
道

料
金
に
滞
納
の
な
い
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

④
入
居
決
定
日
か
ら
30
日
以
内
に

入
居
で
き
る
方

※

単
身
の
方
や
町
外
の
方
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。（
入
居
後
14
日

以
内
に
転
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

受
付
期
間　

随
時
受
付

入
居
決
定　

開
発
公
社
住
宅
入
居

申
込
書
を
提
出
さ
れ
、
入
居
基
準

を
満
た
し
て
い
る
方
の
先
着
順
と

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

（
財
）
紀
北
町
開
発
公
社
事
務
局

（
本
庁
企
画
課
内
）

℡（
32
）
３
９
０
３

　

東
紀
州
地
域
の
大
人
気
グ
ル
メ

（
マ
ン
ボ
ウ
の
串
焼
き
、
熊
野
地

鶏
の
ラ
ー
メ
ン
、
さ
ん
ま
寿
司
、

め
は
り
寿
司
な
ど
）
を
集
め
、
地

域
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、

当
日
は
三
重
県
を
代
表
す
る
有
名

な
グ
ル
メ
が
出
展
さ
れ
、
大
会
を

応
援
し
ま
す
。

日
時　

２
月
11
日
（
土
・
祝
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
芝
生

広
場

問
い
合
わ
せ　

東
紀
州
地
域
観
光
圏
協
議
会　

℡（
23
）
３
４
０
８

　　

尾
鷲
保
健
所
で
は
「
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
」
を
随
時
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
よ
り
専
門
的
な
相
談

対
応
を
す
る
た
め
、
精
神
科
医
師

に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
必
ず
お
守

り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る

悩
み
や
精
神
的
な
病
気
に
関
す
る

悩
み
を
持
つ
方
、
ご
家
族
の
方

※

現
在
精
神
科
で
通
院
治
療
を
受

け
て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

精
神
科
医
師
（
尾
鷲
診

療
所　

野
嵜
徹
先
生
）・
保
健
師

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

予
約
制
（
電
話
連
絡

な
ど
）

申
込
期
限　

２
月
16
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ　

尾
鷲
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
衛
生

室
健
康
増
進
課
・
林　

℡（
23
）
３
４
５
４

　
（
23
）
３
４
４
９

普通救命講習
日時：2 月 9 日（木）午後 1 時～ 4 時
場所：紀伊長島総合支所 3 階会議室
※詳しくはお問い合わせください。
℡47-0001（紀伊長島消防署）

精神保健福祉相談
日時：2 月 27 日（月）
場所：保健センター
※事前予約が必要です。保健センター
までご連絡ください。
℡47-4750

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

紀
北
町
開
発
公
社

　

住
宅
入
居
者
募
集

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

平
成
23
年
度
紀
北
町

「
町
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー

研
修
事
業
」報
告
会

東
紀
州

ご
当
地
グ
ル
メ
大
会

ざ
き

の
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

土
地
・
相
続
問
題
な
ど
に
つ
い

て
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
会

場
定
員
10
名
で
す
。
前
日
ま
で
に

本
庁
住
民
課
住
民
係
ま
で
予
約
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

当
事
者
間
に
係
争
が
あ
る
場

合
、
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
双
方

か
ら
の
ご
相
談
は
受
け
か
ね
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

　

行
政
・
人
権
相
談
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

行
政
に
対
し
て
の
ご
意
見
や
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
な
ど
で

の
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

※

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

無
料
法
律
相
談

　
　
　
　
（
予
約
制
）

場　

所

時　

間

日　

程

２
月
14
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場　

所

時　

間

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

２
月
27
日
（
月
）

日　

程

行
政
・
人
権
相
談

場　

所

時　

間

日　

程

２
月
８
日
（
水
）

午
前
10
時

　
　
　
　

〜
正
午

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場　

所

時　

間

午
後
１
時
30
分

　
　
　

〜
3
時
30
分

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

２
月
8
日
（
水
）

日　

程

　次の条件を満たしている必要があります。
①町内に建築された住宅で構造材に、町内の製材業者により加工、出荷された木材が、60％以上使用
　されていること
②住宅建築面積が、50㎡以上の新築、増築及び建て替えであること
　※ただし、「住宅」とは専用住宅及び併用住宅（居住部分が建築面積の２分の１以上）をいう。
③平成 20年１月２日から平成 24年 3月 31日までの期間に建築された住宅であること
④町税に未納がないこと
⑤その他、町が定める要綱に該当するものであること
　
　交付を受けようとする方は、固定資産税完納後速やかに、
①～⑤の条件を証明する書類等を提出してください。
申請書は本庁農林水産課及び紀伊長島総合支所産業建設
室内にあります。
※平成 21、22年度に当該奨励金の交付を受けられた
方については、引き続き、平成 23年度の申請書を固定
資産税完納後、速やかに提出してください。

　◆問い合わせ◆
　本庁農林水産課林政係　　　　　　　　　℡32-3916
　紀伊長島総合支所産業建設室産業振興係　℡47-1111

　町内の製材業者により加工、出荷された木材を使用し、町内に木造住宅を建築された方に
対して、固定資産税（新築家屋分）相当額を奨励金として、１棟あたり年間 15万円を限度に、
課税後３年間に限り交付します。

、

木造住宅を建築された方にお知らせ木造住宅を建築された方にお知らせ木造住宅を建築された方にお知らせ

23



広報きほく2012年２月号 24

2012.2
N
o.76

（
平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
18,638

人
　
　
■
世
帯
数
：
8,608

世
帯

■
男
：
8,829

人
/女
：
9,809

人

『広報きほく』は環境にやさしいベジタブルインキを使用しています。

ににじいろスマイル　スマイル　
にじいろスマイル

満１歳

笑顔
「にじいろスマイル」の
コーナーに掲載希望の方は、

誕生月の前月の 10 日までに

本庁企画課広報係まで
お申し込みください。

河合　菜那ちゃん
平成 23 年 2 月 2 日祝１歳　パパと遊ぶのが大好き　菜那の笑顔が宝物

かわいく元気に育ってネ！
＜長島＞俊典・万由子さん

な な 杉谷　虎太郎くん

平成 23 年 2 月 28 日

元気いっぱいの怪獣ボーイ　

これからも笑顔をいっぱいみせてね。

＜船津＞槙一・静香さん

こ た ろ う

喜田　春馬くん
平成 23 年 2 月 21 日

いつもニコニコ 春馬くん
家族みんな仲よくしようね☆　

＜上里＞真樹・美樹さん

は る ま 垣内　麻里歩ちゃん

平成 23 年 2 月 15 日

　１歳おめでとう。いつも笑顔をありがとう。

元気にすくすく育ってね＾‿＾

＜東長島＞拓人・美貴子さん

ま り ほ

祝
（

20歳の一言20歳の一言20歳の一言

▲左）東奈帆子さん（東長島）
　右）東楓子さん（東長島）
    

▲左）浦中葉月さん（矢口浦）

20歳の一言20歳の一言20歳の一言
《新成人からのコメント》《新成人からのコメント》 看

護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

良
い
奥
さ
ん
に

　
　

な
り
た
い
で
す
。

損をできる大人
になりたいです

。

情けは人のため
ならずが座右の

銘です。

最低限のマナー
を守って、

楽しく一人前に
なりたいです。

 ▲中央）長井直記さん（長島）
　

芯
の
あ
る
大
人
に

　
　

な
り
た
い
で
す
。

左）藤村拳さん（相賀）

▲
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